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午前１０時００分 開議   

○議長（小比類巻雅彦君） 出席議員は定足

数に達しておりますので、会議は成立いたし

ます。 

 会議に入る前に、去る６月２９日に開催さ

れました総務文教常任委員会におきまして、

委員長互選の結果、委員長は堤喜一郎委員に

決定した旨の報告がありましたことを御報告

いたします。 

 それでは、これより、本日の会議を開きま

す。 

 本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第２号をもって進めます。 

───────────────── 

  ◎日程第１ 市政に対する一般質問 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１ 市政

に対する一般質問を行います。 

 お手元に配付しております一般質問一覧表

のとおり進めます。 

 髙橋武志議員の登壇を願います。 

○２番（髙橋武志君） おはようございま

す。 

 ２番市民クラブ髙橋武志でございます。通

告に従いまして一般質問いたします。 

 議長のお許しをいただきまして、まずは、

この６月７日に投開票が行われました三沢市

市長選、一言触れさせていただきます。 

 市民の皆様方が、これまでの２期８年の種

市市政をどのように評価され、これまでの思

いや、これからの期待を市政運営に求められ

た選挙でもあったと思います。 

 種市市長、３期目の市長就任おめでとうご

ざいます。心からお祝いを申し上げます。 

 市民の皆様から負託を受け、種市市政がス

タートいたしました。市長は、これからの４

年間の目標を、まちづくりの総仕上げと位置

づけ、市の総合振興計画を基本に、選挙公約

で１５項目を示されました。 

 その基本姿勢には、市民参画と協働、そし

て、人づくり、まちづくり、安らぎの３テー

マを柱に、各種施策を展開するとしていま

す。 

 さらなるこれからの元気な三沢の実現のた

めに、種市市長頑張れの市民の声を真摯に取

り組んでいただき、市長の責任と約束とし

て、市政発展のために汗を流していただきた

い。きょうは、このことを踏まえて一般質問

いたします。 

 買い物弱者に対する支援について質問いた

します。 

 高齢者にとって、買い物の場所で集い、他

人と会話したり商品を選ぶことが、生きがい

や健康づくりに役立つと考えますが、このよ

うな状況が、まさに安らぎを感じる生活の原

点だと思います。 

 人の暮らしは、活動するために食事をとる

生活、体を維持するために寝る生活、余暇、

娯楽のために、楽しむ、遊ぶ生活が組み合わ

さって成り立っていると言われます。その生

活を支える生活基盤が、今日、弱体化してき

ています。 

 少子高齢化や社会情勢の大きな変化に伴

い、お店や交通機関、医療・福祉等の日常生

活に不可欠な生活インフラが弱体化し、買い

物弱者を生んでいます。 

 買い物弱者とは、住んでいる地域で日常の

買い物をしたり、生活に必要なサービスを受

けたりするのを困難に感じる人、困難な状況

に置かれている人たちを指します。 

 その共通する定義には、最も近い食料品店

までの距離が５００メートル以上離れてい

る、マイカー、自動車がない、６５歳以上の

高齢者であるということが挙げられて、全国

で１,０００万人とも言われています。 

 今や中心市街地でも人口が空洞化し、商圏

人口が確保できなくなるほど買い物弱者が生

まれ、深刻な問題になりつつあります。 

 地域の暮らしにくさ、暮らしにくい地域か

らは徐々に人が出ていき、店舗の閉鎖、店舗

の撤退と、さらには人口の減少と、ひいては

交通網の撤退などにもつながっていく課題も

含んでいます。 

 買い物弱者に対して何らかの支援や対策を

講ずることは、地域経済の衰退を食いとめ、
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地域住民にとって暮らしやすいまちづくりを

行うことが非常に重要であります。 

 福祉行政と言われる範囲を超えて、市民が

ふだんの生活の中で何となく幸せと感じられ

る制度を、ライフステージに応じて提供して

もよいのではないでしょうか。 

 市長は、市民の皆様に、三沢市に生まれよ

かった、住んでよかったと実感していただけ

るよう努力してまいりますと所信の挨拶にあ

りました。 

 これまでにも国や地方自治体は、さまざま

な買い物弱者対策に取り組んでいますが、必

ずしも効果が上がっていないものも多く、市

民ニーズに自治体だけで応えるのが難しく

なってきている現実もあります。 

 そこで、次の３点についてお伺いいたしま

す。 

 １点目、本市の買い物弱者はどれぐらいの

人数がいると思われるか。２点目、買い物弱

者の日常生活における課題などは把握されて

いるのか。３点目、買い物弱者対策として、

本市でそれぞれに取り組んでいる事業は何

か。以上、３点について御答弁、御所見、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの髙橋

武志議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。 

 市長。 

○市長（種市一正君） おはようございま

す。 

 ただいまの髙橋議員御質問の買い物弱者に

対する支援についてお答えをいたします。 

 まず、質問の第１点目、買い物弱者の人数

でありますが、買い物弱者に限定した実態調

査は実施しておりませんので、正確な人数を

算出することは難しいと思われますが、参考

のために、配食サービス事業等を利用し、買

い物に困っていると思われる高齢者などは、

おおよそ９０人ぐらいであろうと想定をされ

ます。 

 次に、御質問の第２点目、買い物弱者の課

題の把握でありますが、高齢者のニーズ調査

や、日ごろ高齢者に身近な介護支援専門員に

よる家庭訪問や介護サービス事業等からの情

報等により、課題の把握に努めております。 

 次に、御質問の第３点目、取り組んでいる

対策事業でありますが、対象と思われる事業

が３事業ございます。 

 一つ目は、買い物や通院等で路線バスを利

用する７０歳以上の高齢者に対し、パス券の

半分を負担していただくことにより、バス１

回の利用につき１００円で乗車できる高齢者

いきいきパス発券事業がございます。 

 二つ目は、６５歳以上のみの世帯で、要介

護１以上もしくは世帯全員が要支援１以上の

場合は、食材の買い物支援のサービス等を行

う軽度生活援助事業がございます。 

 三つ目は、６５歳以上のひとり暮らし高齢

者で、調理が困難な方に、健康で自立した生

活が送れるよう、週５回まで昼食の配達をす

る配食サービス事業がございます。 

 今後につきましては、買い物弱者支援とし

てこれらの事業の継続を図りながら、介護予

防対策や認知症対策の中で、現在行っている

各種事業を活用しながら、高齢者のニーズに

合った支援策を講じてまいりたい、このよう

に考えておりますので、よろしくお願いしま

す。 

 私からは、以上であります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 髙橋議員。 

○２番（髙橋武志君） ただいまの市長の御

答弁、ありがとうございました。 

 市として、それぞれにいろいろ取り組んで

いる事業を挙げていただきましたけれども、

市内のみならず、全国自治体あるいは国、買

い物弱者支援ということで、いろいろ事業、

また、それに対する補助というものが出てお

りますけれども、これから高齢者がふえてい

く。その中で、三沢市だけで対応していくと

いうのもなかなか難しいのかなと思っており

ます。 

 高齢者は、６５歳以上、約８,５００人が三

沢市にいるわけでございます。その中で、ま

た、ひとり暮らしが２,５００人弱というよう
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な人数がありますけれども、これに全て要求

に応じていくというのもなかなか厳しいもの

もあると思います。 

 そこで、一つお伺いしたいと思います。 

 現在、当市で高齢者への民間事業のサービ

スを、認知症も含めて、市で把握されている

部分について教えていただきたいと、かよう

に思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（小泉富男君） 再質問にお

答えいたします。 

 市内の民間業者などの高齢者に対する買い

物サービスとしましては、シルバー人材セン

ターの家事支援事業やＡコープみさわ、ある

いはスーパーが行っている配達サービスや、

市内の北部を中心に、個人の商店が行ってい

る自動車による移動販売などがあります。 

 髙橋議員おっしゃるとおり、これからは、

超高齢化社会に向けて、行政と民間が一体と

なって、買い物弱者も含めた高齢者対策、認

知症対策に取り組んでいく必要があると思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻雅彦君） 髙橋議員。 

○２番（髙橋武志君） 部長にただいまいろ

いろ民間で行っている事業を教えていただき

ましたけれども、先ほど市のほうで給配を

行っているのが９０人という形だったです

か、民間の食材の配達とか、いろいろ入れる

と、まだまだ人数が多いと思います。これか

らもまだまだ高齢者はふえていくわけですけ

れども、国の省庁も自治体も、それぞれ民間

と一緒になって取り組んでいる、そして努力

していると。 

 今年度は、地域総合戦略の策定の年でもご

ざいます。市民のニーズに応じてサービスが

全てできるような、そのような政策をとって

いただければと、かように思います。 

 種市市長は、市民の皆様に、三沢市に生ま

れてよかったと、そしてまた、住んでよかっ

たと実感していただけるように頑張りますと

いうことでございましたので、若い世代も含

めて、三沢にこれからも住みたいと市民が思

えるような政策をとっていただいて、少しで

も市民の皆さん方が幸せ感を感じる、そのよ

うな政策をとっていただきたいというふうに

思います。 

 副市長は、前は健康福祉部にいましたけれ

ども、その辺について何か一言ありました

ら。なければ、これで終わりますけれども。 

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。 

 副市長。 

○副市長（米田光一郎君） 市の福祉政策全

般につきましては、総合振興計画の中にもき

め細かにメニューがございます。それと，今

後のいろいろな計画にも反映したいと思って

います。いずれにいたしましても、子供から

大人まで、きめ細かな施策を実施してまいり

たいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、髙橋武

志議員の質問を終わります。 

 それでは、一般質問を次に移ります。 

 奥本菜保巳議員の登壇を願います。 

○４番（奥本菜保巳君） おはようございま

す。 

 日本共産党奥本菜保巳でございます。 

 それでは、基地問題、障害者雇用問題、環

境衛生問題について、通告順に質問いたしま

す。 

 第１の質問、基地問題の１点目、米軍の無

人偵察機グローバルホーク配備について、市

の対応を伺います。 

 去る６月１１日に、東北防衛局から当市に

対して、グローバルホーク一時配備の日程、

運用内容の知らせがあったと報道されまし

た。 

 今回は、グアム島のアンダーセン基地を拠

点とする４機が７月上旬から配備されるとあ

ります。そのうち２機は１１月ごろまで、残

り２機は１２月下旬ごろまでを予定してい

る。人員は、遠隔操作するパイロットや整備

士ら約７０人が三沢基地に配備されるとあり
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ます。 

 当市は、一時配備ということで、受け入れ

るという姿勢を示しているようですが、昨年

と大きく変化している今回の配備に対して、

どのように対応されたのか。なぜ２機から４

機にふえたのか、なぜ配備される期間も１２

月下旬ごろまでに延びたのか、市民が十分納

得できる説明をされたのでしょうか。 

 そもそも、このグローバルホークは無人

で、無線通信及び衛星通信により地上から操

縦することになっていますが、運用実態も大

変不透明に感じています。有人の航空機と同

じく、管制の指示に従って航行されるとして

いますが、最近では、重大な事故につながる

管制官のミスが問題視されたところです。 

 幾ら今回のグローバルホーク、ブロック３

０、４０の性能がいいといっても、操作する

のは人間です。人的ミスは絶対にないとは言

えないのです。また、通信機器に対するサイ

バー攻撃の可能性など、やはり墜落事故等の

不安は払拭されるものではありません。 

 そこで、今回の配備に当たって、当該運用

の内容、配備されるパイロット等の宿泊先は

どうなるのか、内容変更に当たり、住民への

意見聴取や事故等のリスク調査等、当市とし

てどのように対応されたのか、伺います。 

 次に、基地問題の２点目、現在、国会審議

中の安全保障関連法案の整備に対する当市の

所見を伺いたいと思います。 

 この安全保障法制整備法案は、昨年７月１

日に、安倍政権が国民の圧倒的多数の反対の

声を押し切って閣議決定した、集団的自衛権

行使容認に伴う切れ目ない安全保障法制整備

を具体化するものとなっています。 

 政府が５月１５日に提出した当該法案は、

国際平和支援法案と平和安全法制整備法案と

いう二つが上げられています。私は軍事の専

門家ではありませんので、この複雑な１１の

法案の中身を読み解くことはできません。 

 しかし、国会での審議や、この法案の問題

点を提起している報道、次々に憲法違反であ

ると糾弾する憲法学者の意見などから、これ

までの日本の安全保障が大きく転換されてし

まう。そして、何より憲法違反の法案である

と言わざるを得ません。 

 平和安全法制整備法は、武力攻撃事態法、

重要影響事態法、ＰＫＯ協力法、自衛隊法、

船舶検査法、米軍等行動円滑化法、海上輸送

規制法、捕虜取扱法、特定公共施設利用法、

国家安全保障会議・ＮＳＣ設置法の１０もの

法案を一つにまとめています。 

 これまでのＰＫＯ法案の一つに対しても、

１５０時間の審議時間を要していましたが、

今回は１１もの法案を一括して８０時間程度

の審議で終えようとしています。このことも

大変異常なことではないでしょうか。 

 また、この法案の中の一つ、重要影響事態

安全確保法では、我が国の平和と安全に役立

つとみなせば、世界のどこであれ、どんな戦

争でも支援できるようにする法律とのことで

す。 

 例えば、核の脅威があるとかテロ国家だと

言ってアメリカが攻撃した場合、これを我が

国の平和と安全に重要な影響を与える事態だ

と時の政権が判断すれば、軍事支援できるよ

うになります。この場合、武力行使の根拠と

なる国連決議も必要ないとされています。 

 もう一つの国際平和支援法では、これまで

の非戦闘地域での武力行使と一体化しない後

方支援活動は、輸送や補給、医療行為などに

限ってきましたが、今度はさらに、これまで

武力行使と一体化するから憲法上できないと

されてきた、弾薬の補給や出撃する戦闘機へ

の直接の補給、戦闘現場での米兵の捜索、救

難活動もできるとしています。これを戦闘の

おそれのある地域でも支援できるようにしま

す。 

 こうした活動が敵の攻撃の対象となるのは

軍事の常識となっています。それは、まさに

殺し、殺される戦争に自衛隊が巻き込まれる

ことを示しています。 

 ところで、この法案に対しては、共同通信

が６月２０日、２１日に行った世論調査で

も、５６.７％が反対、２６％が賛成となって
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います。 

 また、衆議院憲法審査会での参考人質疑に

おいても、３人の憲法学者、自民党推薦の憲

法学者でさえも、また、歴代政権の元内閣法

制局長官らも、相次いで憲法違反であると明

言しております。全国では、２３０人の憲法

学者が憲法違反との声明を上げ、この法案に

対し撤回を求めています。 

 政府は、集団的自衛権行使を容認した理由

として、我が国を取り巻く安全保障環境が根

本的に変容したとして、集団的自衛権行使に

ついても、新３要件に基づき、我が国の存立

が脅かされる、極めて限定的なものだと言い

ます。 

 しかし、政府が言うような他国に対する武

力攻撃によって存立危機事態に陥った国が世

界に一つでもあるのかとの質問に対しても、

岸田外務大臣は、実例を挙げるのは困難だと

答弁し、具体例を示すことができませんでし

た。 

 また、安倍総理は、他国の武力行使と一体

でない後方支援は武力の行使に当たらないと

して、憲法に違反していないと言い張ります

が、しかし、武器の使用という概念が国際法

上存在しないし、武器の使用は武力の行使で

はないという理屈は国際的に通用しないとい

うことが、国会質疑の中で明らかになりまし

た。 

 この法案の目的は、実はことし４月２８日

に日米両政府が合意した新日米防衛協力のた

めの指針、いわゆる日米ガイドラインに基づ

いて、世界規模で、いつでもどこでもアメリ

カの戦争に参戦する体制づくりのための法整

備だと言えます。 

 安倍総理が４月にアメリカに行って、この

夏までに安全保障整備法案を成立させると誓

約してきたことからも明らかではないでしょ

うか。 

 多くの国民による、今国会で成立させるべ

きではない、撤回すべきという声を無視し

て、強行成立させようとしていることは、民

主主義、国民主権、立憲国家として、道を踏

み外すことになります。 

 また、当市には米軍三沢基地、航空自衛隊

基地が所在しています。当然ながら、当市の

安全・安心、安全にも大きく影響を及ぼすこ

とが懸念されます。米軍と一緒に戦争に参加

することになれば、テロの標的になり、核燃

施設のすぐそばにある出撃基地ともなれば、

狙われるだろうという市民の不安の声も上

がっています。 

 よって、当市として、この安全保障法制整

備法案についてどのような見解を持っている

のか、当該法案に対する所見を伺いたいと思

います。 

 次に、障害者雇用問題について伺います。 

 内閣府による平成２６年度版障害者白書に

よりますと、全国では３４万人の障害者が働

いており、精神障害者の雇用がふえていると

いうことで、障害者雇用は増加傾向にある。

しかし、依然として、法定雇用率２％を達成

していない企業がまだ半分以上あり、まだま

だ障害者の雇用が改善されているとは言えな

い状況であるとの報道がありました。 

 当市における障害者雇用は、ここ数年では

積極的に取り組む組織は確立されつつあるよ

うですが、一般雇用と言われる企業での障害

者雇用の実態は改善傾向にあるのでしょう

か。 

 そこで、質問の１点目として、三沢市の障

害者雇用の現状、当市役所の実雇用率、市内

事業所の実雇用率と、それまでの動向につい

て伺います。 

 さて、欧米では、障害者と健常者と区別を

つけず、学校でも会社でも、ともに生活して

います。障害者も当たり前の賃金をもらい、

税金を納める労働者として社会参加していま

す。 

 このことは、当事者としても、国としても

利益につながります。将来的に労働力不足が

予想される中、国としても障害者雇用に対

し、さまざまな取り組みを始めようとしてい

ます。また、企業でも積極的に取り組んでい

るところもあるようです。 
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 障害者の雇用に積極的に取り組んで、実績

を上げている渡邉幸義さんという経営者の方

が本を出版されています。本のタイトルは、

「社員みんながやさしくなった」です。その

中で、次のようなことが書かれています。 

 この子より一日でも長く生きたい。我が

子を置いて先立つのはとても不安なんで

す。面談したお母さんたちは皆そうおっ

しゃいます。全ての親御さんが希望する

ゴールは、安定した雇用、やりがいのある

就労環境です。入り口で採用を断れば、こ

のゴールは実現できません。だからこそ私

は、雇用創造のためのトライアンドエラー

を何度でも繰り返そうと考えています。 

 そして、見つけた一つの成功事例から仕

組みをつくり上げれば、障害者の弱みの部

分がどんどん減り、強みとなる特徴的なと

ころがクローズアップされて、大勢の雇用

につながります。 

 また、行政の力もかりなければなりませ

ん。国や自治体が、まずしなければならな

いのは、障害者雇用支援の予算を組み、特

に中小企業にそれを向けることです。 

ということも書かれています。まずは、企業

に目を向けていただくことが、入り口のポイ

ントになるではないでしょうか。 

 そこで、２点目の質問になりますが、その

役割の一つとして参考になる、千葉県船橋市

が行っている障害者雇用の促進のための政策

である、市障害者雇用優良事業所表彰制度及

び障害者職場実習奨励金、雇用促進奨励金等

の創設を当市として取り組んでみてはどうで

しょうか。 

 障害者雇用優良事業所表彰制度とは、障害

者を積極的に雇用する事業所の活動を後押し

することを目的とし、一定の基準を満たした

事業所を顕彰し、表彰事業所の活動内容を広

報紙等で紹介して、たたえながら、広く企業

に対し障害者雇用をアピールすることにつな

げます。 

 この制度は自薦方式で、表彰を希望する事

業所が申請することになっているそうです。 

 職場実習奨励金、雇用促進奨励金制度は、

市内在住の障害者を受け入れた事業所に対

し、市独自に奨励金を支給する事業となって

います。当市としても取り組んではどうで

しょうか、当市の見解を伺います。 

 次に、第３の質問、環境衛生問題、当市の

家庭ごみ収集問題について伺います。 

 ごみ問題は、環境問題と密接なかかわりが

あり、多様で広範な視点での取り組みが必要

であると感じています。 

 今回は、家庭ごみの収集場所における問題

に特化して、当市がどのように取り組んでい

るのかを中心に尋ねたいと思います。 

 私は、かねてから市民の方から、ごみの出

し方を守らないで困っているとか、カラスに

よるごみの散乱で困っているというお話を

伺ってきました。 

 その中で、町内会によっての管理の地域差

感が大きいことに驚いております。円満にき

ちんと管理され、カラスも寄りつかなくなっ

ている町内もあれば、三沢市以外の地域の住

民らしき人が車で乗りつけ、ごみを捨ててい

き、収集かごやネットからはみ出し、カラス

被害に遭って、道路にごみが散乱して困って

いる町内、ごみ収集かごの設置場所の確保で

は、なかなか自分の家の前や土地に置きたく

ないということで、もめている町内もあるよ

うです。 

 町内会での人間関係の希薄さや、町内会に

加入していない住民とのコミュニケーション

不足などから、なかなか解決できない状況も

生まれているようです。 

 そこで、当市として、このような苦情や悩

みをどのように把握し、対処されているので

しょうか。 

 次に、①の質問、ごみ収集場所への看板設

置について伺います。 

 ごみ収集場所を注意して見ますと、看板の

破損や劣化が大変目につきました。これで

は、当市が発行している、ごみ・資源物収集

の日程表をもらっていない人たちにとって

は、収集日がわからないだろうと思いまし
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た。また、景観上もよくありません。 

 そこで、ルール違反に対して厳しく注意喚

起できるような、目立つ看板を設置すべきだ

と思います。当市の見解を伺います。 

 次に、②の質問ですが、ごみの集積場所

は、おおむね１５戸から２０戸につき１カ所

設置することを目安にしている自治体がある

ようですが、やはり集合住宅、アパートな

ど、戸数が多い住宅の場合、各集合住宅の管

理者にお願いし、敷地内に専用の集積かごを

設置し、管理を委託してはどうでしょうか。

そして、余り１カ所にごみが集中しないよう

にするべきと思います。 

 大東建託のアパートでは、専用のごみ集積

かごを設置し、定期的に清掃するクリーン

キーパーを抱えているようですが、当市の対

応はどのようにしているのでしょうか。答弁

を求めます。 

 以上で、壇上からの一般質問を終わりま

す。 

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの奥本

菜保巳議員の質問に対する当局の答弁を求め

ます。 

 市長。 

○市長（種市一正君） ただいまの奥本議員

御質問の基地問題の第２点目、安全保障関連

法案に対する所見については私から、その他

につきましては担当部長からお答えをさせま

すので、御了承願いたいと思います。 

 御質問の安全保障関連法案に対する所見で

ありますが、昨年７月に、国の存立を全うし

国民を守るための切れ目のない安全保障法制

の整備についてが閣議決定されました。 

 これは、国民の命と平和な暮らしを断固と

して守り抜くとともに、国際協調主義に基づ

く積極的平和主義のもと、国際社会の平和と

安定に、これまで以上に積極的に貢献するた

めには、切れ目のない対応を可能とする国内

法制を整備しなければならないとしておりま

す。 

 これらの安全保障関連法案につきまして

は、現在、御承知のように国会で審議をされ

ているところでありますので、その審議を見

守りたい、このように思います。 

 私からは、以上であります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 政策財政部長。 

○政策財政部長（大澤裕彦君） 基地問題の

第１点目、無人偵察機グローバルホークの一

時展開についてお答えいたします。 

 当該機は、グアム島の夏期における台風な

どの悪天候を回避するために、昨年に引き続

き、三沢飛行場に一時展開するものでありま

す。 

 まず、機体の展開につきましては、７月上

旬ころから１１月ころまでが２機、７月上旬

ころから１２月下旬ころまでが２機、計４機

が一時展開を行うということでありました

が、昨日、三沢防衛事務所から連絡があり、

本日７月２日に２機が、あした７月３日に２

機が飛来予定とのことであります。 

 機種につきましては、昨年と同機種のブ

ロック３０型が２機、ブロック４０型が２機

となっております。 

 型式の違いにつきましては、異なる機能を

有する情報収集用機器を搭載しております

が、エンジンを含め機体の構造が同一で、安

全性及び騒音の面では違いがないとのことで

あります。 

 また、それに伴う人員の配置につきまして

は、パイロットや整備士等が昨年は４０名程

度でありましたが、ことしは７０名程度の人

員が三沢飛行場内の施設に滞在する予定との

ことであります。 

 なお、住民からの意見聴取につきまして

は、昨年の一時展開の際に、三沢基地周辺町

内連合会や三沢市連合町内会のほか、市内関

係団体に対しまして、毎年一時展開する旨説

明し、御意見を拝聴したところであります。 

 当市といたしましては、機会あるごとに、

関係機関に対して整備点検や教育の強化、事

故防止や安全対策の徹底を要請しているとこ

ろであり、先般は、市長が防衛副大臣に対し

て直接要請を行ったところであります。 

 以上でございます。 
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○議長（小比類巻雅彦君） 民生部長。 

○民生部長（山本智香子君） 環境衛生問題

のごみ収集問題についてお答えします。 

 当市では、ごみの集積場所の指定や設置及

び管理につきましては、市内の各町内会にお

願いしており、市のごみ収集において、町内

会の皆様には多大な御協力をいただいている

ところでございます。 

 御質問の第１点目、他の町内や三沢市以外

からごみが持ち込まれて困っているというお

話は、これまで何件か受けており、注意看板

を設置してほしいとの要望があった町内会に

つきましては、市と町内会で協議し、ごみ出

しルール遵守を促す注意看板を市が作製し、

取りつけを行ってきております。 

 今後におきましても、注意看板の設置はも

ちろんでありますが、古くなった収集日等を

告知している看板の交換につきましても、町

内会にさらに周知を図り、協議をしながら対

応してまいりたいと考えております。 

 次に、御質問の第２点目、戸数の多いア

パートの管理者にお願いし、敷地内にごみの

集積容器の設置と管理を委託してはどうかに

ついてお答えいたします。 

 ごみの集積容器の設置及び管理につきまし

ては、原則、町内会にお願いしております

が、特に、ごみ集積場所の管理におきまして

は、ごみ出しのルールが守られず、ごみが散

乱するなど、苦慮している箇所があると町内

会よりお聞きしております。 

 市では、ごみ集積場所の適正利用につい

て、ごみの出し方を掲載した、ごみ収集日日

程表や、ごみの出し方についてのお願いの文

書の配布などにより喚起してきているところ

であり、また、町内会では、ごみの散乱等の

対策として、ごみ集積容器の増設を行ってき

ております。 

 議員御質問の戸数の多いアパート等の敷地

内へごみ集積容器を設置し、管理をお願いす

ることにつきましては、その地域の実情を勘

案しながら管理者及び町内会と協議し、より

よい集積場所の確保に努めてまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。 

 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） 福祉問題の障害

者雇用についての第１点目、三沢市の障害者

の雇用状況についてお答えいたします。 

 障害者の雇用については、障害者の雇用の

促進等に関する法律において、事業主に対

し、労働者に占める障害者の雇用割合を一定

率以上にすることが義務づけられております

が、現在、この率は、５０人以上雇用する一

般民間企業事業主については、従業員の２％

以上となっております。 

 また、対象となる事業主は、毎年６月１日

時点の障害者の雇用状況を厚生労働大臣に報

告することが義務づけられておりますことか

ら、三沢市に六戸町、おいらせ町を含めた三

沢公共職業安定所管内における、この数年の

実雇用率を確認いたしましたところ、２２年

度は１.８９％、２３年度は２.２２％、２４

年度は２.２２％、２５年度は２.３５％、２

６年度は２.３４％と増加傾向にあり、県全体

の実雇用率と比較いたしましても高水準と

なっており、障害者雇用は着々と浸透してき

ているものと考えております。 

 なお、三沢市役所の実雇用率とのお尋ねも

ありましたが、平成２６年度における国と地

方公共団体の法定雇用率が２.３％になってい

るのに対しまして、実雇用率は２.７４％と

なっております。 

 また、当市には、三沢公共職業安定所管内

の民間事業者と商工会や各種業界団体に行政

も加わり組織している、三沢地区雇用対策協

議会という団体がございますが、その事業の

一つとして、障害者等就職困難者の雇用促進

対策を掲げ、障害者雇用率の向上に向けた活

動を行っております。 

 そのほか、障害者の雇用促進と就労の安定

を目的に、雇用主や保護者、学校等により、

三沢地区障害者就労支援連絡会という団体が

組織されており、多方面の方々がネットワー
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クをもって活動に取り組んでおります。 

 さらに、市におきましても、障害者福祉全

般にわたる地域の連携及び支援に関する協議

を行うため、三沢市障害者支援協議会を設置

しており、その中で、障害者の就労支援に係

る事項を重点課題として捉え、障害者雇用の

周知・啓蒙に努めております。 

 障害者が、その能力に適合する職業につく

ことは、障害者の自立促進にもつながるもの

であります。市といたしましても、官民一体

となって、今後とも障害者雇用の増加に努め

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

 次に、福祉問題の障害者雇用についての第

２点目、千葉県船橋市における障害者雇用の

促進のための施策を当市においても取り組ん

ではどうかという御質問にお答えいたしま

す。 

 御質問の船橋市における事業でございます

が、障害者雇用優良事業所表彰制度について

は、企業に対し、改めて障害者雇用を意識づ

けるという点で、大変有効な手段の一つであ

るものと考えます。 

 また、障害者職場実習奨励金につきまして

も、障害者の就労に向けた新たな実習先の開

拓に大いに効果があるものと考えます。 

 当市におきましては、現在、このような事

業は実施しておりませんが、県におきまして

は、障害者の就業促進を図ることを目的に、

県内の障害者雇用優良事業所を紹介する事業

や、障害者の雇用経験のない事業所や法定雇

用率未達成の事業所を対象に、委託料を支

払って短期で職場実習を受け入れていただ

く、障害者短期職場実習推進事業が実施され

ております。 

 したがいまして、当市といたしましては、

現在のところは、これらの県事業の周知に努

めることで障害者雇用の促進を図ってまいり

たいと考えておりますが、今後、船橋市の例

も含め、他の自治体の方策も研究しながら、

より効果が上がる方策を検討してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻雅彦君） 奥本議員。 

○４番（奥本菜保巳君） 御答弁ありがとう

ございました。 

 それでは、質問順に再質問をさせていただ

きたいと思います。 

 まず、基地問題、グローバルホークの一時

配備について再質問させていただきます。 

 グローバルホーク配備については、昨年、

一時配備ということで、市民の皆さんからも

いろいろ御意見を聞いて、受け入れるという

ふうに発表されました。 

 その内容というのが、ことしは大幅に私は

変わったと思っているのです。というのは、

やはりブロック３０、新型の４０というのが

４機配備される。なおかつ７０人の、４０人

だったのが７０人というふうになるのです。

やはりこういうふうなことでふえるというこ

とは、墜落の危険性、周辺国との緊張を高め

るというふうなことにつながってしまうわけ

です。 

 この３０とか新型４０というのが、防衛省

のほうでも、今まで事故を起こしたことがな

いから安全だとかというふうに言うのです。

国会のほうでも、何を担保に安全だと言える

のかと、今までとどう違うのかというような

質問に対して、防衛省のほうは何も答えるこ

とができなかったのです。 

 ですから、先ほども一般質問でも言いまし

たけれども、やはり人的ミスというのは防ぎ

ようがないわけです。ですから、こういう墜

落の危険性というのは、どんなに頑張っても

ゼロとは言えない。ですから、やはりそうい

うリスクというものをしっかり捉えるべきだ

と私は思います。 

 今回、それに加えて７０人の米兵が三沢に

滞在する。基地内だということなのですけれ

ども、飲食等で出るでしょう。そうなれば、

事件・事故に対する警戒というものも絶対必

要になってきます。 

 ことしに入って、侵入事件とか、八戸での

車破損事件というのもありました。そういう
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部分についての対応、米軍に対し厳重に対処

されたのでしょうか。当市として、具体的な

対策はどのようにされましたでしょうか。 

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。 

 政策財政部長。 

○政策財政部長（大澤裕彦君） グローバル

ホークについての再質問にお答えいたしま

す。 

 市としてどのように対応したのかというこ

とでございましたが、先ほどの答弁の中で

も、市長が防衛副大臣のほうに厳重に要請し

ておりますし、基地安全対策連絡調整会議、

副市長が議長になっておりますが、米軍三沢

市基地司令官に対しまして、グローバルホー

クの一時展開に対する口頭要請といたしまし

て、運用機の情報の公表、整備点検並びに運

用部隊の教育を強化するなど、事故防止に向

けて万全を期し、安全対策の徹底をしていた

だくよう要請をしております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻雅彦君） 奥本議員。 

○４番（奥本菜保巳君） 再々質問をさせて

いただきます。 

 今、要請したということをおっしゃってい

ましたけれども、私はそれだけでは足りない

と思います。 

 今回、４機配備ということで、やはりグア

ムのアンダーセン基地のように、三沢が情報

収集の諜報基地として、私は拠点化されたの

ではないかなというふうに思っています。 

 これは一時配備というふうによく言って、

それを理由にして受け入れると言うのですけ

れども、毎年行われる。そして、今、国会で

も審議されていますけれども、日米ガイドラ

イン等々でも、やはりこういう諜報というこ

とに関して、日本とアメリカが一体となって

やろうというふうな方向に行っています。 

 そういう中で、三沢が一時配備、一時的な

ものではなく、情報収集の諜報基地、グアム

のアンダーセン基地と同じ役割を担うのでは

ないかと。毎年配備されるというわけですか

ら、私は、これは基地機能強化であり、絶対

にこういうことはあってはならないと思うの

です。厳重抗議するべきではないでしょう

か。 

 そして、一番の対策としては、やはり撤回

していただくというのが、一番安心なので

す。ですから、その辺についてお答えをいた

だきたいと思います。 

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。 

 政策財政部長。 

○政策財政部長（大澤裕彦君） グローバル

ホークの再々質問にお答えいたします。 

 当市で伺っているものは、昨年夏期におけ

る三沢飛行場での一時展開の実績を踏まえ

て、グアムにおける台風等の天候の影響を回

避して運用するために一時的に配置するとい

うことで、年間を通じて配置というようなこ

とは伺っていませんので、あくまで一時的な

グアムの悪天候を避けるためということで

伺っております。ですので、今のところ基地

の増強というふうには捉えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻雅彦君） 奥本議員。 

○４番（奥本菜保巳君） それでは次に、基

地問題の安全保障関連法案について再質問さ

せていただきたいと思います。 

 今、市長が答弁をしていただきました。

今、市長選があって、その中で、三沢の基地

との共存共栄というものを、市長は基地問題

に関してはうたっておりました。そして、そ

の中で、国際的な交流文化、そういうことを

強調されていました。 

 その中に、安全保障の問題について、三沢

がどういうふうに考えているのかというとこ

ろは、それは聞くことができませんでした。 

 私、ここで聞きたいのですけれども、この

安全保障法制整備法案、これは今すごい私は

危機感というか、恐怖を持っているのです。

今ちょうど審議中ですけれども、三沢市にす

ごくかかわるのだということなのです。安全

保障法制・体制ががらっと変わるということ

になれば、もちろん三沢に米軍基地があるわ

けですから、ここはさまざまな増強とか、そ
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れから出撃基地とかになる可能性が大きく

なってくるわけなのです。 

 私は、しっかりと三沢市として、この安全

保障の部分でどのような視点で見るのかとい

うこと、そして、それに伴うリスクというも

のを、私は三沢市としてしっかりと検証して

いかなければ、三沢市の安心・安全は守れな

いと思っております。 

 今、自衛隊の方が、三沢市に家族を含めて

７,０００人ほどいらっしゃると伺っていま

す。 

 今、国会でも自衛隊員のリスクというもの

がすごく審議されているのですけれども、ま

ず、今のイラクでの給油活動等でも、アフガ

ン・イラク戦争での自衛隊員が帰還されて５

６人自殺されていると。ですから、今の時点

でも、かなり過酷な状況、因果関係はわから

ないというふうに答弁はありましたけれど

も、それでも大変な状況の中を自衛隊員の方

は行ってらっしゃるのです。今度、これが

通ってしまうとどうなるのか。 

 米軍のイラク・アフガン帰還兵では、１日

平均２２人、戦死者よりも多く年間８,０００

人が自殺し、これはアメリカで社会問題化し

ているそうなのです。ＰＴＳＤ。ドイツで

は、ＰＫＯ、国際治安維持支援隊――ＩＳＡ

Ｆというらしいのですけれども、５０人ほど

の戦死者を出している。 

 これは本当に、自衛隊員の方が住んでい

らっしゃる三沢市として、私は本当に人ごと

には思っていないのです。三沢市の問題とし

て捉えるべきだというふうに思っているので

す。このことについて、市長、どのようにお

考えでしょうか。 

 そしてまた、もう一つ、やはり市民の中か

らも、テロの脅威ということの不安視の声が

あったのです。この間も中東とフランスで２

６日に同時多発的に起きたテロというのがあ

りました。これはイスラム国の呼びかけに応

じた犯行との見方が強まっていると。フラン

スでは、アメリカの企業のガス工場で起きた

テロの実行犯と見られる容疑者というふうに

あるのですけれども、こういうテロの脅威と

いうのも考えなければならないと思うので

す。 

 自衛隊の方のいろいろなリスクなのです

が、この間の同時多発的に起こったテロの中

で、平和維持活動・ＰＫＯ部隊の基地が襲撃

されて、３０人以上が死亡とあるのです。だ

から、安全な自衛隊の派遣というのはないの

です。 

 そういうことも踏まえて、今、私、こうい

うリスクというものをしっかりと三沢市とし

ても検証して、把握していかなければならな

いのではないでしょうかということで、市

長、答弁をお願いします。 

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。 

 副市長。 

○副市長（米田光一郎君） 安全保障をどの

ように考えるか、市としてどのような視点を

持っているか、あと、テロの脅威等のお話も

ございました。 

 ただ、三沢市は、基地との共存共栄という

ことで、国防に協力するという体制をとって

おります。行政のほうといたしましては、市

民の安心・安全が脅かされないように精いっ

ぱい努力する、この姿勢でいきたいと考えて

おります。 

 以上であります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 奥本議員。 

○４番（奥本菜保巳君） 市長、もう一度、

再々質問させていただきます。 

 今、安倍政権に、多くの国民の声が今国会

で成立させるべきではないとか、憲法違反だ

という世論がすごく高まっています。 

 三沢市長とすれば、三沢市民を守る立場と

して、まず、例えばの話ですよ。三沢市の８

割の人が、市長が今これやりたいと言ったこ

とに対して反対を表明しましたと。そのとき

に、市長は誠意を持って、納得していただけ

るまで普通は説明すると思うのです。ところ

が、今、７月中旬にも暴走して強行採決しよ

うとしているわけなのです。 

 やはり市長、この対応に対してどのように
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思われますか。 

 よく私、市長からいろいろなマニフェスト

等でも、「独掌不鳴」というふうにおっしゃ

います。ぜひ安倍総理に、「独掌不鳴」とい

うようにアドバイスをいただければいいと思

うのです。ぜひ、その辺の今のあり方、市長

も今、市民のために一生懸命、安心・安全の

ために市政運営するということで頑張るとい

うふうに宣言されております。その中で、こ

ういうふうな世論に対して全く耳をかそうと

しない、こういう対応をどのように考えられ

ますか。 

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。 

 市長。 

○市長（種市一正君） 再々質問にお答えい

たします。 

 冒頭申し上げましたように、この審議の過

程については、今まさに審議中で、どこに落

ちつくかというようなことは想定できないわ

けでありますので、いずれにしても、それは

それとして、副市長が申し上げたように、そ

の推移によって我々の対応というものは出て

くると思いますので、その辺は柔軟に対応し

てまいりたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 奥本議員。 

○４番（奥本菜保巳君） 「独掌不鳴」を期

待しております。 

 それでは、障害者雇用問題について再質問

をさせていただきたいと思います。 

 障害者の法定雇用率、これは改善状況にあ

るというふうに、今、御説明をいただきまし

た。 

 私は、三沢市の障害者のお母さん等、それ

から七戸の養護学校の校長先生ともお話しさ

せていただきましたけれども、やはりなかな

か三沢で、これは六戸、おいらせも入ってい

る数字ですから、これは三沢だけの数字では

ないので、これだけで三沢市が改善されてい

るというふうな証拠にはならないのです。そ

ういうふうな声を聞いたときに、校長先生い

わく、今すごく養護学校の生徒が就職されて

いると。そうですかと、三沢はどうですかと

聞いたら、八戸が多いのですよと。みんな八

戸のほうに行っているというような話も聞き

まして、なかなか三沢のほうでは、今おっ

しゃったような、すばらしい前進というもの

はまだ感じられないのです。 

 今、一般雇用というふうに経済部長が答弁

されたのですけれども、これは就労支援のほ

うの事業もＡとかＢとかあって、これは家庭

福祉課のほうなのです。一番大きな力を発揮

してもらわなければならないのはハローワー

クです。そういうところで、やはり連携して

協力して、商工会にもそういう組織はあるよ

うですけれども、やはり口だけではなくて、

そういう連携、つながりで、例えば今、就労

ＢとかＡとかの方たちを一般雇用のほうに訓

練して移行させるとか、そういうような具体

的な市の取り組み、厚い取り組みというのが

絶対必要だと思うのです。 

 今、こういう体制づくりということを、常

識的にも当たり前の話なのですけれども、そ

ういう体制づくりについての御見解をちょっ

とお聞かせいただきたいというふうに思いま

す。 

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。 

 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） ただいまの、管

内ではある程度の数値が出ているけれども、

三沢という場合に、まだまだではないか、

もっといろいろな形での取り組みが必要なの

ではないかという御質問にお答えいたしま

す。 

 三沢市単独というところでは、まだ数値は

出ておりませんが、県内全体で、先ほど紹介

しておりませんでしたが、実雇用率として１.

８３％、それに対して対象になる企業が４０

５企業あって、法定雇用率を達成しているの

が４７.２％と。これに対して、先ほど言いま

したように、管内では２６年度で２.３４％、

かなり高い数値になっているということで、

企業の割合は示されておりませんが、それ以

上になっているということは推測がつくとこ
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ろです。 

 ただ、先ほど言いましたように、まだまだ

法定雇用率を達成していないところ、達成し

ているところであっても、当然、三沢市の中

で雇用を望んでいる障害者の方々が全員雇用

されているわけではありませんので、当然そ

れを上げていくということは考えていかなけ

ればならない。 

 先ほど言ったいろいろな団体がございま

す。それらの中で、より効果が上がるよう

に、また、それ以外の方策も含めて、今後も

実雇用率アップに向けて取り組んでいきたい

と思っております。 

 以上であります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 奥本議員。 

○４番（奥本菜保巳君） 期待しております

ので、ぜひ頑張っていただきたいなというふ

うに思います。 

 次に、今、千葉県船橋市が行っている、②

のことなのですけれども、障害者雇用の促進

のための市障害者雇用優良事業所表彰制度、

障害者雇用に対する奨励金制度、これを提案

させていただいたのですけれども、今、県の

ほう、国等、さまざまな助成制度というのは

あるのです。 

 私、船橋市のほうに電話を入れて、女性の

方だったのですが、担当者の方に伺いまし

た。さまざまな国、県のそういう障害者に対

する助成制度というのはあるのですが、市独

自で船橋市さんがやるというのは、どういう

ふうなことから始めることになったのですか

と伺いました。そうしたら、その担当の職員

の女性の方、本当にすばらしいなと思ったの

が、市民の問題ですと。県や国の問題ではな

いのですと。障害者が市民なのです。だか

ら、市民のためのこういう制度というのは、

国がやっている、県がやっているというのは

関係ないのですと。市がやるのですよという

ように、私はすばらしい担当者の方だなとい

うふうにしてびっくりしたのですけれども。 

 それで、ほかの松戸とか、その周辺ももう

やってますよということで、これが常識的な

ことだと。ですから、県がやっていればい

い、国がやっていればいいという問題ではな

い。市民の問題としてきちっと捉えていると

いう、そういうところをしっかりと自覚して

いただきたいなというふうに思います。 

 こういう部分で、これは通告していません

ので御答弁は要りませんけれども、私は障害

者の雇用に関して、企業に１回勤めてもらう

ということは三沢市でもあったのです。とこ

ろが、途中でやめてしまう、なかなかなじめ

ない、企業のほうもどうやって扱っていいか

わからない。こういうことが本当に問題だ

と、そこがみそだと思っているのです。 

 今、職場適用援助者、ジョブコーチと言わ

れる制度なのですけれども、この制度がしっ

かりとあれば、私は障害者と企業を結びつけ

るサポーター役として、本当に有効だなと。

成功しているという事例を見ると、やはりこ

のジョブコーチの活躍というのが欠かせない

のです。 

 そういうふうなジョブコーチの支援という

のが、この間、青森の障害者職業センターと

いうところにちょっと聞いたのです。ジョブ

コーチ、何人ぐらい県でいるのですかと。そ

うしたら、県内全部で５人だと。八戸が２

人、三沢はないという話だったのです。５人

ではとても回り切れないのではないですかと

いう話をしました。そうしましたら、やはり

これからもジョブコーチをふやしていかなけ

ればならないだろうというふうにおっしゃっ

ていまして、国も県もそういう方向で動いて

いるから、これからこういうジョブコーチ制

度をどんどん活発にやっていく必要があるだ

ろうというふうに話しておりました。 

 このジョブコーチも、やはり認定制度なの

ですけれども、自己負担で取るのだそうで

す。こういうふうなところの自治体として

は、こういうサポート、支援というのが事業

として必要になってくるのではないのかなと

いうふうに、職業センターの方からもアドバ

イスをいただきました。今、取り組むという

ふうに、はっきりと頑張るという宣言をいた
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だきました。ぜひこういうふうな制度も含め

て考えていただきたいというふうに、これは

提言です。これは御答弁は結構です。これは

提言として……。（発言する者あり） 

 提言、だめなのですか。（発言する者あ

り）そうですね、済みません。もとい。そう

しましたら、これもつけ加えておきます。 

 先ほど，済みません、ちょっと飛んでし

まったのですが、表彰制度。これは、先ほど

の船橋市の職員がそういうように言っていま

した。市の制度として、国、県ではなく、や

はり市の独自の制度として、前向きにやって

いくお考えがあるかどうか、再度、再々質問

ですけれども、お願いしたいと思います。 

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。 

 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） 表彰制度を実施

する考えがあるかということについてお答え

いたします。 

 船橋市につきましては、人口６２万２,００

０人余りということで、三沢市は現在約４万

１,０００人と。この規模の中で、どういう形

が一番有効な形で表彰制度を生かしていける

のかと。例えば、青森県内でその表彰制度と

いうことでいきますと、昨年が３件、その前

がゼロ、その前が３年間、１、１、１という

状況でございます。 

 そういう中で、三沢市が単独でやった場合

に、これがどれだけ効果があるのかというと

ころも踏まえながら、そしてまた、県の表彰

制度がある中で、それを活用することと、そ

れから単独でやることとの、その費用対効果

といいますか、効果というところを十分に検

討しながら、この制度についても検討してい

きたいと思っております。 

 以上であります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 奥本議員。 

○４番（奥本菜保巳君） ありがとうござい

ました。 

 しっかりと市独自の熱意を示す政策を期待

します。 

 今度は環境衛生問題、ちょっと時間があり

ませんので、今、取り組みというのを、私が

提案したものも含めて、市がもう既にやって

いるというふうに確認しました。やっていな

がら、なおかつ、カラスの問題とか、さまざ

ま解決できていない部分もあるので、やはり

積極的に市が、どうしても答弁を聞いていま

すと、また、今までの対応等も見ています

と、やっぱり消極的なのです。町内会任せと

か。看板もぼろぼろになっているところを私

は結構見ました。ああいうのも、町内会から

要望があったらやるのではなく、積極的な取

り組みというのが必要だと思うのですが、そ

れについて一言だけ答弁いただければと思い

ます。 

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。 

 民生部長。 

○民生部長（山本智香子君） ただいまのご

み収集問題の再質問にお答えいたします。 

 現在、当市におきましては、各町内会から

推薦をいただきました１６１名の三沢市ク

リーン指導員、この方々を委嘱しておりまし

て、各町内会の集積場所等をパトロールして

いただいております。 

 このことから、地域の実情を一番わかって

いる方々が、このクリーン指導員の方々、あ

るいは町内会の会長さん等だと思います。そ

のことから、今後も積極的にこちらのほうか

らクリーン指導員の方々にお聞きするとか、

町内会のほうへお聞きするとかというふうな

形でお聞きしながら、相談をして対応してま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、奥本菜

保巳議員の質問を終わります。 

 この際、午後１時まで休憩します。 

午前１１時１８分 休憩   

──────────────── 

午後 １時００分 再開   

○議長（小比類巻雅彦君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 ここで、議長を交代します。 

○副議長（野坂篤司君） 議長を交代いたし
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ました。 

 それでは、一般質問を次に移ります。 

 春日洋子議員の登壇を願います。 

○１０番（春日洋子君） １０番公明党の春

日洋子でございます。通告の順に従い質問し

てまいります。 

 はじめに、行政問題の１点目、地域おこし

協力隊制度活用についてお伺いします。 

 地域おこし協力隊は、未来を開く人材にな

ろうとの呼びかけで、２００９年に総務省に

よって制度化されており、都会を離れて暮ら

したい、地域おこしにかかわりたいとの思い

で活躍している隊員は、２０１４年には全国

４４４の自治体で１,５１１人いると言われて

います。 

 その制度概要は、都市住民を地方自治体が

受け入れ、地域ブランドや地場産品の開発、

販売、ＰＲ等の地域おこしの支援や農林水産

業への従事、住民の生活支援などの地域協力

活動を行いながら、その地域への定住・定着

を図る取り組みです。 

 活動期間は、おおむね１年以上３年以下

で、総務省の支援は、地域おこし協力隊員の

募集等に要する経費には１団体当たり２００

万円上限、活動に要する経費には隊員１人当

たり４００万円上限、さらには、隊員等の起

業に要する経費については、最終年次または

任期終了翌年の起業する者１人当たり１００

万円上限として、特別交付税により財政支援

するとしています。 

 また、地域おこし協力隊導入の効果とし

て、隊員は、自身の才能や能力を生かした活

動ができることにより、理想とする暮らしや

生きがいを発見できる。地域には、斬新な視

点の協力隊員の熱意と行動力が地域に大きな

刺激を与えることになる。さらには、地方公

共団体には、行政ではできなかった柔軟な地

域おこし策や、住民がふえることによる地域

の活性化などが、その効果として挙げられて

います。 

 平成２３年度に同制度を導入した長崎県対

馬市の自治体職員のレポートを紹介します

と、隊員たちの活躍ぶりは物すごいもので、

地域住民の諦めかけていた心を奮い立たせた

り、行政に大きな刺激を与え、横の連携を促

したり、数多くの成果を上げています。不思

議なもので、隊員たちの熱意や行動は、これ

までつながり得なかったネットワークを構築

し、地域おこしの可能性を広げてくれていま

すと寄せています。 

 総務省では、今後、隊員数を２８年度まで

に３,０００人にしていきたいとしています

が、本市においても人口減少や高齢化等の進

行が待ったなしの現状を考え合わせると、地

域外の人材を積極的に受け入れ、地域協力活

動を行ってもらい、その定住・定着を図って

いくことで、地域力の維持強化を図っていく

ことが望まれると考えますが、地域おこし協

力隊制度活用について、本市の見解をお伺い

します。 

 次に、行政問題の２点目、市内公共施設に

おけるトイレの現状についてお伺いします。 

 市内で行われる各種イベントの際など、市

民の皆さんをはじめ、三沢市に訪れる方々を

迎える際、おもてなしの方法はいろいろあり

ますが、その中でも私はトイレの快適さを望

みたいと思っています。 

 これまで、いろいろな機会に訪れたまちの

最寄りの駅などで利用したトイレが、清潔感

が漂い、きれいですと、さわやかな気持ちに

なるとともに、そのまちの印象がとてもよく

感じられます。 

 また、近年においては、子供から大人まで

年代を問わず、洋式トイレの必要性も高まっ

ていることを実感していますことから、市内

公共施設、いわゆる三沢市公会堂、三沢市武

道館、三沢アイスアリーナ、町内会集会所に

おける洋式トイレの設置状況についてお伺い

します。 

 次に、国際色豊かなまちである三沢市役所

には、海外の方も多く訪れています。市民の

皆さんや、とりわけ市役所女性職員の皆さん

においては、１日を過ごす市役所庁舎内のト

イレは快適な場所となっているでしょうか。
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２階と３階は和式トイレのみであり、不便を

感じている方もいるのではないかと思いま

す。 

 そこで、可能な限り早い時期に、市役所庁

舎内のトイレを洋式化すべきと考えますが、

市の見解をお伺いします。 

 次に、行政問題の３点目、市民マラソン大

会開催についてお伺いします。 

 ここ数年来、マラソンブームが続いていま

す。また一方では、ブームではなく、ライフ

スタイルとして定着しているという見方もあ

ります。 

 マラソン人口がふえた理由は、健康志向の

高まりや生活習慣の改善などいろいろあると

思いますが、マラソンが人を魅了する理由は

何でしょうか。日々の練習や心がけがあって

の達成感や充実感、自分との闘い、誰かに勝

つことではなく、自分自身のタイムに勝つこ

と。さらに、過去の反省や経験を生かし、少

しでも自分が成長したことを実感できたら、

本当にうれしいことだと思います。 

 そして、日ごろのトレーニングの成果を発

揮する場は、もちろんマラソン大会ですが、

青森県内におけるマラソン大会一覧では、４

月から１１月までの期間で１９回開催されて

おり、中でも、八戸うみねこマラソン全国大

会には４４３名もの三沢市民が出場していま

す。 

 私は、日ごろ市内を走行中、日中や夜間に

おいても、ジョギングしている方やマラソン

ランナーを見かけることが多く、頑張って

走っている姿に感銘を受けています。 

 本市においても、多くの市民が走る楽しさ

を味わえる市主催の市民マラソン大会の開催

を切望する声が届いておりますことから、開

催に向けての見解をお伺いします。 

 次に、健康問題の市民の健康づくりについ

ての１点目、健康マイレージ制度導入につい

てお伺いします。 

 楽しくお得な健康政策として、健康マイ

レージ制度を導入する自治体がふえてきてい

ます。運動や食事管理が必要とわかっていて

も、行動できない人は少なくありません。 

 ２０１２年から先進的に取り組んでいる静

岡県藤枝市では、やってみたいと思えるよう

な動機づけを提示し、そこから自分の意思で

健康をつくる行動へ結びつける工夫をしてい

ます。 

 同市の健康マイレージは、運動や食事など

の目標を決めてチャレンジシートに記録して

いくもので、目標を一つ達成すると１ポイン

トがつき、さらに、特定健診を受診すると２

０ポイント、がん検診は１０ポイント、イベ

ントへの参加は１０ポイントなどとボーナス

が加算されます。これを４週間以上続け、１

００ポイントをためると、ふじのくに健康い

きいきカードがもらえます。同カードは、県

内の協力店に提示すると、飲料サービスなど

の特典が受けられるようになっています。 

 こうした藤枝市での、つくる健康と守る健

康を柱にした取り組みは高く評価され、厚生

労働省の第１回健康寿命をのばそう！アワー

ドで優良賞を受賞するなど、市民の健康行動

を後押しする独自の政策と成果が内外から注

目を集めており、がん検診受診率は全国でも

トップクラスとなり、特定健診受診率は全国

平均を大きく上回っているとともに、検査結

果でも、高血圧や脂質異常などの項目で該当

者が少ないのは、静岡県内でも同市のみとの

ことです。 

 このような健康マイレージ制度の導入は、

短命県返上を合い言葉に県民の健康づくりを

呼びかけている現状を受け、青森県内の自治

体においても導入が進んでいるとのことです

が、本市においても、市民の健康づくりを推

進し、医療費や介護給付費の抑制につながる

と期待される健康マイレージ制度の導入に向

けての見解をお伺いします。 

 次に、健康問題の２点目、成人用肺炎球菌

ワクチンについてお伺いします。 

 肺炎は、日本における主な死因となってい

るがん、心疾患に続き、第３位の疾患であ

り、肺炎による死亡者のうち、６５歳以上の

割合は９６.９％となっており、軽視できない
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疾患であることがわかっています。 

 このように、高齢者の死亡率が高い肺炎の

予防を目的に、昨年１０月より、成人用肺炎

球菌ワクチンが予防接種法に基づく定期接種

に加えられ、３０年度までは６５歳以上の人

が１回だけ受けられることになり、各年度中

に６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５

歳、９０歳、９５歳、１００歳になる方と、

６０歳から６４歳の方で、所定の障害がある

人が対象となります。 

 ところが、新聞報道によると、接種率が自

治体によって大きな開きがあることがわかっ

たとのことであります。 

 そこで、三沢市において、接種対象者への

周知はどのように行っているか、お伺いしま

す。 

 次に、３点目として、成人用肺炎球菌ワク

チンは、インフルエンザワクチン同様、法律

的な義務はなく、御自身の意思で接種を希望

する方のみ接種を行うものではありますが、

肺炎を予防し、医療費も減らせるとの判断で

始められた定期接種であることを考えると、

未接種者に対しても丁寧な接種勧奨を行うこ

とが必要と考えますが、本市の見解をお伺い

します。 

 次に、福祉問題の認知症対策についてお伺

いします。 

 認知症の行方不明者として全国の警察に届

け出のあった人が、２０１４年は１万７８３

人に上ったことが、この６月２５日、警察庁

のまとめでわかりました。前年より４６１人

ふえ、２年連続で１万人を超えており、この

うち１６８人は、昨年中に所在確認できな

かったとのことです。 

 全国的にもふえ続けている認知症ですが、

１点目として、本市における認知症高齢者の

現状をお伺いします。 

 また、認知症は、早期発見できれば、症状

の進行をおくらせることもできると言われ、

さらには、どこまで症状が出たときに相談す

ればいいのかわかりづらいとの声も聞かれま

す。 

 そこで、認知症の早期発見に役立てて、一

人で悩まずに、専門機関に気軽に相談する

きっかけにできるよう、認知症対策を進める

ことが求められます。 

 認知症簡易チェックサイトは、質問に簡単

に答えるだけで認知症の可能性を確認でき、

本人向けの「わたしも認知症？」と、家族、

介護者向けの「これって認知症？」の２種類

があり、結果とともに地域包括支援センター

などの相談先一覧も表示されます。 

 本市においても、市ホームページに認知症

簡易チェックサイトを開設し、認知症対策を

進めるべきと考えますが、導入についての見

解をお伺いします。 

 最後に、子育て問題についてお伺いしま

す。 

 肝炎の主な原因はウイルス感染で、大人、

子供にかかわらず、誰でもかかる可能性のあ

る病気であり、Ｂ型肝炎ウイルスは、ほかの

方の肝炎ウイルスよりも血液中のウイルス量

が多いため、移りやすいと言われています。 

 また、ロタウイルスは、主に乳幼児を中心

に感染し、５歳までにほとんどの子供が感染

すると言われ、重篤な症状を引き起こす原因

となるものです。 

 おたふく風邪ワクチンもあわせ、任意のワ

クチンではありますが、接種期間は、Ｂ型肝

炎ワクチンは生後ゼロカ月から１歳までの間

に３回、ロタウイルスは生後２カ月から７カ

月の間に３回、おたふく風邪ワクチンは１歳

から１歳４カ月までに１回接種となっていま

す。 

 これらの病気に感染することにより、医療

費の負担や親の仕事への負担など、経済的負

担も大きくなることを考えると、しかるべき

時期に、赤ちゃんは感染しやすい環境にある

こと、これらのワクチンがあることを周知し

ていくとともに、子育て支援策の一環とし

て、Ｂ型肝炎ワクチン、ロタウイルスワクチ

ン、おたふく風邪ワクチン接種費用の一部を

助成し、子育て世帯の経済的負担を軽減して

いく考えがないか、お伺いします。 
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 以上で、私の質問を終わります。御答弁を

よろしくお願いいたします。 

○副議長（野坂篤司君） ただいまの春日洋

子議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。 

 市長。 

○市長（種市一正君） ただいまの春日議員

御質問の福祉問題の認知症対策については私

から、その他につきましては教育長並びに担

当部長からお答えをさせますので、御了承願

いたいと存じます。 

 まず、認知症対策についての第１点目、本

市における認知症高齢者の現状であります

が、介護保険制度では、要介護認定の中で認

知症の程度をあらわす指標が用いられており

まして、日常生活自立度２以上の方を認知症

高齢者としております。 

 その指標をもとに算出したところ、平成２

７年４月１日現在で、認知症の方は１,２６９

人であります。要介護認定者の約６９％を占

めております。 

 御質問の第２点目、認知症簡易チェックサ

イトの導入についてお答えをいたします。 

 高齢者の増加に伴い、認知症の方はさらに

増加していくことが見込まれ、介護保険の地

域支援事業の中でも、認知症対策は重要な位

置づけであると認識いたしております。 

 認知症は、誰もがかかる可能性のある身近

な病気となっておりまして、早期発見と予防

が非常に大切なものであると考えておりま

す。 

 現在、認知症のチェックシートを掲載した

パンフレットを、認知症に関する出前講座や

認知症サポーター養成講座で活用しておりま

すが、より身近に認知症の傾向をはかること

ができるよう、認知症専門のチェックシート

を導入、活用していくことは、認知症対策の

一つとして効果が期待できるものと思われま

す。 

 したがいまして、他市町村等の現状や認知

症のチェックシートの内容を精査し、サイト

の導入に向けて検討してまいりたいと考えて

おります。 

 私からは、以上であります。 

○副議長（野坂篤司君） 政策財政部長。 

○政策財政部長（大澤裕彦君） 行政問題の

第１点目、地域おこし協力隊制度活用につい

てお答えいたします。 

 地域おこし協力隊制度は、人口減少や高齢

化等の進行が著しい地方において、地域外の

人材を積極的に誘致し、その定住・定着を図

ることで、意欲ある都市住民のニーズに応え

ながら地域力の維持強化を図っていくことを

目的に、総務省が発足した制度でございま

す。 

 具体的に申し上げますと、地方自治体が都

市住民を受け入れ、地域おこし協力隊員とし

て委嘱し、最大で３年間、農林漁業の応援、

水源の保全・監視活動、住民の生活支援など

の各種の地域協力活動に従事していただきな

がら当該地域への定住・定着を図っていく取

り組みであります。 

 この制度を活用している全国の自治体は、

平成２６年度末で４４４自治体、隊員数にし

まして １,５１１名に上っており、受け入れ

を進める地方自治体数及び応募人数ともに、

急激な広がりを見せているところでありま

す。 

 県内におきましては、平成２６年度末現在

で、青森市を含む１市５町１村、計１４名の

隊員が活動しております。 

 当市におきましても、地域おこし協力隊制

度の活用は、人口減少対策、地域の活性化な

どにもつながる可能性があることから、先進

自治体の事例等を参考にし、制度の活用につ

いて調査・検討を行ってまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○副議長（野坂篤司君） 総務部長。 

○総務部長（宮古直志君） 行政問題の第２

点目、市内公共施設におけるトイレの現状に

ついてお答えいたします。 

 まず、第１点目の洋式トイレの設置状況

は、公会堂におきましては、男性用は１５カ
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所のうち６カ所で４０％、女性用は４０カ所

のうち９カ所で２２.５％、全体では５５カ所

のうち１５カ所で２７.３％となっておりま

す。 

 次に、武道館におきましては、男性用は６

カ所のうち１カ所で １６.７％、女性用は５

カ所のうち１カ所で２０％、全体では１１カ

所のうち２カ所で１８.２％となっておりま

す。 

 次に、アイスアリーナにおきましては、男

性用は１７カ所のうち１２カ所で７０.６％、

女性用は２０カ所のうち１４カ所で７０％、

全体では３７カ所のうち２６カ所で７０.３％

となっております。 

 また、市内の集会施設５４施設におきまし

ては、男性用は７８カ所のうち５３カ所で６

７.９％、女性用は１３３カ所のうち６７カ所

で５０.４％、全体では２１１カ所のうち１２

０カ所で５６.９％となっております。 

 次に、第２点目、市役所庁舎内のトイレの

洋式化についての御質問にお答えいたしま

す。 

 現在、市役所庁舎におきましては、議員御

指摘のとおり、本館では、１階と４階の男性

用、女性用に各１カ所、別館では、３階の男

性用、女性用の各１カ所に洋式トイレが設置

されておりますが、これ以外の階につきまし

ては、まだ和式トイレになっております。 

 洋式トイレが一般家庭にかなりの割合で普

及している状況を見ますと、和式トイレの利

用につきましては、不便さを感じている方も

いると思われますことから、市役所庁舎での

洋式トイレが設置されていない階のうち、特

に来客者が多い本館２階及び３階のトイレに

つきましては、利用される方のニーズ等を十

分に踏まえ、前向きに検討してまいりたいと

考えております。 

 なお、女性用トイレの洋式数の割合をふや

すことにつきましては、今後、利便性などを

考慮した上で、検討してまいりたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○副議長（野坂篤司君） 教育長。 

○教育長（吉田 健君） 行政問題の第３点

目、市民マラソン大会開催についての御質問

にお答えいたします。 

 市民マラソン大会の開催につきましては、

近年の健康志向などの高まりに端を発したマ

ラソン競技人口の増加等もあり、県内各自治

体においても、競技スポーツとしてのほか、

老若男女、誰でも参加できるよう年齢別や距

離別など、さまざまなコースを設けた、生涯

スポーツとしてのマラソン大会が実施されて

おります。 

 当市においては、休日や夕方などにランニ

ングする市民の方々もあり、そして、各地で

開催されるマラソン大会へ参加していること

も承知しております。 

 また、ことしで４０回目を迎える小川原湖

駅伝競走大会を、三沢市陸上競技協会主催、

三沢市及び三沢市教育委員会後援で、競技ス

ポーツとしてのコースと生涯スポーツとして

のコースの２コースで実施しております。 

 加えて、２８回目を迎える市民ウオークの

集いを、三沢市体育協会主催で、市教育委員

会が共催、全面支援して、上級コース、初級

コースの２コースで、生涯スポーツとして実

施しております。 

 さらには、市教育委員会で主催し、競技ス

ポーツ、生涯スポーツ、合わせて各種１０ス

ポーツ大会や、市体育協会事業として、市教

育委員会支援により各種４スポーツ大会を実

施し、競技スポーツ及び生涯スポーツの普及

促進や市民の健康増進を図っているところで

あります。 

 市民マラソン大会の開催については、生涯

スポーツとしてのコース設定、従事スタッフ

の確保、緊急時の医療体制、ランナーサポー

ト体制など、主体的に運営に係る組織や関係

団体との連携等、検討課題もあります。 

 しかしながら、市民の健康意識の向上や体

力増進のほか、当市ＰＲ等のさまざまな相乗

効果を期待できることから、各マラソン大会

の情報収集や、市体育協会、市陸上競技協
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会、市内小中高等学校、警察署、市スポーツ

推進協議会等、関係機関、関係団体とも協議

し、生涯スポーツとしてのマラソン大会をど

のように開催できるか、今後、鋭意検討して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（野坂篤司君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（小泉富男君） 健康問題の

第１点目、健康マイレージ制度導入について

お答えいたします。 

 平成２５年１２月議会において、春日議員

から健康マイレージ制度の導入について、地

域経済の活性化にもつながり、ポイントの種

類や実施方法も多岐にわたることから、行政

問題として御質問がございました。 

 そのときの回答といたしましては、既に導

入している自治体等の実施内容や効果、経

費、課題などの点で調査・研究してまいりた

いといった回答を健康福祉部長から、また、

再質問では、市の方針が決まり次第、担当部

局としては全力を挙げて協力してまいりたい

といった回答を経済部長が、それぞれお答え

いたしております。 

 その後、この健康マイレージ制度導入につ

きまして、既に導入している自治体の実施内

容を参考とさせていただき、その効果、経

費、課題などを調査・研究してまいりまし

た。 

 確かに、健診受診率の向上につながる一つ

の施策であると考えられ、現在は、市の関係

各部署において、三沢市の特色を生かした具

体的な検討がされているところでございま

す。 

 続きまして、健康問題の２点目、成人用肺

炎球菌ワクチン接種対象者への周知方法につ

いての御質問にお答えいたします。 

 三沢市では、平成２３年１０月から高齢者

肺炎球菌ワクチン接種費用の助成事業を実施

してまいりました。 

 また、平成２６年１０月からは、国の予防

接種法に基づく定期接種となり、これまで一

度もこの予防接種を受けたことのない方に限

り、無料で接種を受けることが可能となって

おります。 

 御質問の接種対象者への周知方法について

でございますが、現在は、これまで補助事業

で接種済みの方を除いた対象者に対し、お知

らせの文書に、対象者の氏名、住所、生年月

日等が印字された予診票や、予防接種の説明

資料、予防接種を受けた年月日や医療機関名

を記入してもらう予防接種済み票を同封し、

送付しております。 

 そのほか、広報やマックテレビ、ホーム

ページなどでもお知らせをして、周知を図っ

てまいりました。 

 その効果があらわれ、県が取りまとめた最

新の調査結果では、三沢市は平成２６年度の

６５歳以上の接種率が県内１位となっており

ます。 

 市といたしましては、今後も三沢地区医師

会の協力を得ながら、対象者が安全に予防接

種を受けられるよう周知に努めてまいりたい

と考えております。 

 次に、健康問題の３点目、未接種者への接

種勧奨についての御質問にお答えいたしま

す。 

 成人用肺炎球菌ワクチンの予防接種は、そ

の効果や副作用のこともあり、原則として、

生涯１回だけの接種とされていましたが、平

成２１年１０月から、５年以上の十分な間隔

を確保し、２回目の接種が可能となっており

ます。 

 また、平成２６年１０月からは、先ほども

申し上げましたが、任意の予防接種から予防

接種法に基づく定期接種となり、既に１回以

上の接種を受けたことがある方は、定期接種

の対象外とされ、みずからの意思と責任で接

種を希望する場合にのみ接種を行うものとさ

れ、その接種費用は自己負担となります。 

 御質問の、再度、接種勧奨をすることにつ

きましては、任意で個別に予防接種を受けた

方なのか、一度も接種を受けたことがない方

なのか、正確な把握ができないという問題が

ございます。特に、高齢者に対しての予防接
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種では、任意接種を受けた際の接種済み票を

紛失し、いつ、どこの医療機関で接種したの

か覚えていないということも考えられます。 

 しかし、接種勧奨の効果は、確かに期待で

きるものと思われます。したがいまして、再

度、接種勧奨を実施することにつきまして

は、三沢地区医師会の意見を聞きながら検討

してまいりたいと考えております。 

 続きまして、子育て問題についての御質問

にお答えいたします。 

 三沢市では、お子さんが生まれると、予防

接種の説明と予診票をつづった予防接種ハン

ドブックと、子供が受ける予防接種の説明が

書かれた予防接種と子供の健康というパンフ

レットなどを配付し、Ｂ型肝炎ワクチン、ロ

タウイルスワクチン、おたふく風邪ワクチン

のような任意の予防接種についても、保護者

に対してお知らせをしております。 

 この任意の予防接種については、現在、国

において定期接種化に向けて検討中であり、

先日、厚生労働省から、市町村の補助制度の

有無について実態調査が行われております。 

 したがいまして、これらの予防接種費用の

助成につきましては、今後の国の動向を見な

がら検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（野坂篤司君） 春日議員。 

○１０番（春日洋子君） 御答弁ありがとう

ございました。 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 はじめに、行政問題の地域おこし協力隊制

度活用について再質問させていただきます。 

 既に御案内のとおりでございますけれど

も、全国自治体において現在活動している隊

員の約４割の方が女性であるということであ

ります。また、８割の隊員の方は、年齢は２

０歳代と３０歳代、非常に若い方、そしてま

た、女性も多いということが御理解いただけ

ると思います。 

 さらには、任期終了後、６割もの人が、隊

員となって活動した地域に定住されていると

いう、そういうこともわかっております。 

 私は、三沢市の魅力を積極的にアピールし

ていく絶好の機会と捉えられるというふうに

思っております。 

 やはり募集しても、おいでになるかどう

か、応募してくださるかどうかは、それはも

ちろん未知数ではありますけれども、その思

いに立ってアピールしていくかということ

が、今、私は求められているのではないかと

いうふうに思っておりまして、先ほどの政策

財政部長の御答弁ですと、調査・検討、はじ

めて聞きました。調査・研究とかございます

けれども、この調査・検討はさほどの思いは

ないのかなというような思いを抱きましたけ

れども、この思い、全くそういう考えはない

のか。 

 調査・検討ですから、これまで先進的に取

り組んでいる地域のことも調査していこう

か。また、その先には、三沢市もできる限り

制度活用に向けて努力しようか、そういうお

考えがあるか、お聞きしたいと思います。 

○副議長（野坂篤司君） 政策財政部長。 

○政策財政部長（大澤裕彦君） 地域おこし

協力隊の再質問にお答えいたします。 

 この地域おこし協力隊が成功、失敗する一

番の課題は、受け入れる態勢をどうつくる

か、受け入れる地域が何をしたいのかをまず

明確にする。地域の方が何を望んでいるのか

を明確にして、それにマッチングする方をお

呼びしたいというのが、一番の課題でござい

ます。 

 全国の例をとっても、自治体が率先して連

れてきて、やっぱり合わなかったという失敗

例もたくさんございますので、その辺の課題

を研究するとともに、農業、漁業、商工観

光、起業、いろいろな分野がございますが、

その各分野の方々にどういうニーズがあるの

かというのを現実的に調査をして、この地域

おこし協力隊を望んでいる、どのようにして

使いたいか、そういうまず地域の方々がどう

いう方を望んでいるかというものを、まずは

調査して、その後に、どういう形で導入でき

るかというようなことを研究してみたいとい
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うことでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（野坂篤司君） 春日議員。 

○１０番（春日洋子君） 再質問に係る御答

弁ありがとうございました。ぜひ検討いただ

ければありがたく思います。 

 次に、再質問を移ります。 

 行政問題２番の、市内公共施設におけるト

イレの現状について、総務部長より御答弁い

ただきました。 

 やはり公会堂と武道館の洋式トイレは、比

率でいえば低いなということは、私のみなら

ず、皆様も御理解いただけたというふうに

思っております。 

 私は、先ほども冒頭申し上げましたとお

り、この平成の時代になって文化都市を掲げ

る三沢市が、非常に対応が遅いなということ

は常々思っておりまして、これは具体に取り

組んでいくという、予算をつけてやっていく

ということが大事だと思っております。 

 またさらに、次の２点目の市役所庁舎内の

トレイについても、まずは設置に向けてとい

うことは、解消に向けていうことは、お聞き

したところでございますけれども、私は具体

に、遅過ぎてこのままでは本当によろしくな

いという思いがあっての今回の質問とさせて

いただきましたので、特に市役所庁舎が、先

ほど部長の御答弁ありました２階、３階、今

年度中に改修着手をしていただきたい。具体

にそのように思っております。これについて

の再質問にお答えいただきたいと思います。 

○副議長（野坂篤司君） 総務部長。 

○総務部長（宮古直志君） 先ほど私、前向

きに検討してまいりたいということでお話し

しました。 

 私の中では、この問題につきましては、重

要課題の中で大きな一つということで捉えて

おります。よりまして、より積極的に推し進

めてまいりたいと考えております。よろしく

お願いします。 

○副議長（野坂篤司君） 春日議員。 

○１０番（春日洋子君） 再質問に係る答弁

ありがとうございました。 

 市長、副市長、ぜひ期限を決めて、目標を

持って取り組んでいただきたいというふうに

思っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 次に、再質問を移ります。 

 ３点目の市民マラソン大会開催に向けてで

ございますけれども、教育長の御答弁は、鋭

意検討していく。限りなく後ろ向きなのかな

というふうに受けとめましたけれども、本

来、市民マラソン大会は、これまで歴史を重

ねている自治体におきましては、地域振興を

意図とした行政イベントと受けとめられてい

るわけです。 

 今、改めて教育長の御答弁を伺いますと、

それほどまで、いろいろな主催体の部分での

体育協会、陸上協会でしたか、そういうさま

ざまなことはある。それは、もちろんすばら

しいと思います。ありがたいことだと思って

おりますけれども、私は、やはり教育長もそ

の思いではあるかとは思いますけれども、市

のさまざまな、健康づくりはもちろんのこと

ですけれども、内外にわたって必ずや効果が

広がっていく、経済効果であったり、それは

一足飛びにはなし得ないことではあると思い

ますけれども、１年１年、回を重ねていくご

とに、必ずやさまざまなアイデア、そしてま

た、協賛する企業、団体の方も出てきてくだ

さるでしょうし、私がここで求めているの

は、市として、市の主催としてマラソン大会

を開催する、そういう準備、心の準備が、ま

ずあるかどうか、そのことをお聞きしたいと

思ったのですけれども、再度、そのことにつ

いて再質問させていただきます。 

○副議長（野坂篤司君） 教育長。 

○教育長（吉田 健君） 春日議員の質問に

お答えします。 

 市民マラソン開催に向け、市として、やる

か、やらないかも含め、特にマラソン競技の

留意点であります安全を第一に、楽しく走る

こと。これらを鋭意、つまり、あらゆること

に意を注ぎ、関係機関と協議し、検討し、適
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切に対処してまいります。 

 以上でございます。 

○副議長（野坂篤司君） 春日議員。 

○１０番（春日洋子君） 再質問に係る答弁

ありがとうございました。 

 ぜひ、教育長、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、再質問、健康問題の市民の健康

づくりについての１点目、健康マイレージ制

度導入について再質問させていただきます。 

 先ほどいただいた答弁ですと、前向きに検

討していくのかなというような思いになりま

したけれども、ここで２点、三沢市として健

康マイレージ制度導入をしていただく、そう

いう方向であるということを明快に私自身が

認識してよろしいか。 

 そしてまた、先ほどの健康福祉部長の答弁

の中にありました、現在、三沢市の特色を生

かした検討を進めている、その三沢市の特色

を生かした検討、ここをもしお聞きできれ

ば、具体にお聞かせ願いたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○副議長（野坂篤司君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（小泉富男君） 健康マイ

レージの再質問にお答えいたします。 

 現段階では、明確な回答、はっきり実施す

るという状況ではございませんが、今、検討

していることは、三沢市の特色を生かした事

業でどのような事業が実施可能なのかという

ことで、例えば空街カードへのポイント加

算、それから、一定のポイントに達した場合

に温泉入浴券を配付すると、そういったこと

とか、あるいは特産品との引きかえなどにつ

いて、現在、検討しております。 

 事業がある程度決まりますと、その後、制

度の導入に当たって経費がどのぐらいかかる

のか、あるいは経費の捻出方法、それから補

助金が使えないかとか、実施に当たりクリア

しなければならない問題が出てくると思いま

す。さらに検討を加えていく必要があると思

いますので、お時間をいただきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○副議長（野坂篤司君） 春日議員。 

○１０番（春日洋子君） 御答弁ありがとう

ございました。ぜひ実施に向けて、また、さ

まざまな検討を重ねて、早期に導入できるよ

うに願っております。 

 次に、再質問でございますけれども、２点

目の成人用肺炎球菌ワクチンについて再質問

させていただきます。 

 私は、三沢市は本当に県内でも自慢できる

取り組みだというふうには常々思っておりま

した。何といいましても、自己負担がゼロと

いうことは、県内のみならず全国的にもない

なということを思っておりますし、また、個

別通知も丁寧に行っている。その効果が、や

はり接種率が高いというところも、もちろん

承知しておりましたけれども、２点目のこと

にもかかわりますけれども、先ほどの健康福

祉部長の御答弁ですと、もちろん行政だけで

なし得ない。 

 これは、非常に任意接種の方の部分もござ

いますので、三沢医師会の先生方との協議も

当然必要だということも、今、答弁を聞いて

理解することとなりました。ぜひ医師会の先

生方のいい知恵がございましたら、そちらの

御意見等も伺って、可能であれば、一人でも

多くの方が、接種対象者の方が漏れなく受け

て、御自身の健康、命を守る、肺炎を防ぐと

いうことでやっていただきたいというふうに

思っておりました。 

 市のホームページなのですけれども、さま

ざまな機会を捉えて周知をしているという答

弁でございましたけれども、私はホームペー

ジのあり方について、大変申しわけないので

すけれども、他市のホームページも拝見いた

しましたところ、より多くの方の目に触れ

る、きめ細かなわかりやすい内容となってい

るなということを、感想を持ったわけなので

すけれども。 

 今後、三沢市としても、ホームページにつ

いて、やはり御本人には個別通知が届いてお

りますけれども、御家族、友人、知人、日常
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的にこういう肺炎球菌ワクチンを受けたとい

うような話題の中で、また、うっかりしてい

た人、忘れた人、余り必要ないと思っていた

という人がいるかもしれません。こういう人

たちが一人でも多く接種対象、この時期に、

年度内に対象年齢の方が受けられるというこ

との、また一つのホームページのさらなる充

実と活用ということが望まれると思いますけ

れども、これについての再質問をお願いいた

します。 

○副議長（野坂篤司君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（小泉富男君） 肺炎球菌ワ

クチンの再質問について答弁させていただき

ます。 

 市のホームページには、現在も掲載してお

りますが、予防接種の注意事項等をきめ細か

な形で、よりわかりやすい形にして、再度掲

載したいと考えております。早急に対応して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（野坂篤司君） 春日議員。 

○１０番（春日洋子君） ありがとうござい

ました。よろしくお願いいたします。 

 次に、福祉問題の認知症対策についてでご

ざいましたけれども、既に皆様も先ほどの市

長からの御答弁で、高齢者の現状、本当に６

９％でございましたので、まだまだこれから

ふえて、そうであってはならないのですけれ

ども、現状はそういうふうにあるということ

で。 

 そして、２番目の再質問になりますけれど

も、認知症簡易チェックサイトに向けての再

質問でありますけれども、サイトの導入につ

いて検討していきたいとの答弁でございまし

た。これは、限りなく希望があるのかなとい

うふうに思っておりましたけれども、もし導

入に向けて検討していただけるということで

あれば、その導入の時期をどのぐらいという

ふうに見込まれるのか、参考にお聞きしたい

と思います。 

○副議長（野坂篤司君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（小泉富男君） 再質問に回

答いたします。 

 年度内に実施したいと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（野坂篤司君） 春日議員。 

○１０番（春日洋子君） 大変ありがたく思

います。どうぞ皆様、本当に自分だけはそう

なりたくないと皆さん思っておりますけれど

も、可能性はゼロではありませんので、ぜひ

このこともまた、市の努力を、活用していた

だきたいというふうに願うものです。 

 最後になります。子育て問題。先ほど健康

福祉部長からも、Ｂ型肝炎ワクチンについて

は、国としても定期接種化に向けて動いてい

るだろう、そういうようなことでありました

ので、やはり必要性は国としても、大人も子

供もかかるという肝炎ということでありまし

た。また、おたふく風邪ももちろんでありま

すけれども。 

 ここで私、最後に再質問させていただきた

いのは、ロタウイルスワクチンでございま

す。先ほども御紹介いたしましたけれども、

一度感染しても、また再び繰り返すというこ

とが非常に大変。そしてまた、本人も苦しい

です。嘔吐、高熱等々、かかった子供も大変

苦しい。親もその看病に大変。お仕事を持っ

ていると、休まざるを得ない。そういうとこ

ろの気苦労も多くある。重症化すると入院に

もなる。さまざまな面で大変な状況に一気に

なるわけです。もちろん医療費もかかる。 

 ですから、本当に大きくは、任意接種では

あるけれども、多くの方が、これを必要とわ

かった方には、特に第一子を授かった若いマ

マたちにも、もちろん健康福祉部としても、

健康推進課でも周知をしてくださっていると

いうことは承知しておりましたけれども、私

なりにロタウイルスワクチンの、仮に公費助

成をした場合、予算シミュレーションという

のがありまして、これは参考に、この程度の

予算でもし導入できるならば、これが予算的

にはどのように感じるかということを最後に

お聞きしたいと思います。 

 このシミュレーションのもととなっている
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のは、三沢市のゼロ歳人口を３８４人として

おります。これは、ちょっと前なのですけれ

ども、総務省の平成２２年の国勢調査人口等

基本集計というところで３８４名を基点とし

ておりまして、接種料金は、ロタウイルスワ

クチンは３回接種、主に１回９,０００円とい

うふうに想定しております。２万７,０００円

です。この２万７,０００円を、３８４人の方

が仮に半分の５０％の方が接種したといたし

ます。そうしますと、９,０００円の２万７,

０００円ですから、半額、１万３,５００円、

ここを市として半額助成した場合は２５９万

円です。これが本当に子育て支援策の一つの

大きな、困っている……。確かにわんぱく家

族米もいただけばうれしいです。このロタウ

イルスワクチン、子供たちがこういう状況に

なったときに、苦しい、そういう大変な状況

に手を差し伸べる。これが本当の意味での子

育て支援策ではないか、このようなことを

思っているものですから。 

 最後に、参考に、２５９万円、半額助成と

いうことで、５０％ということですけれど

も、ここを再度、この予算についてどのよう

に……。そしてまた、これが子育て支援策と

して大きなものになるのではないかというこ

とを思っての再質問とさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

○副議長（野坂篤司君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（小泉富男君） ロタウイル

スワクチンの助成についてお答えいたしま

す。 

 実は、市の試算というのもございまして、

若干設定が違いますので、金額的にはずれが

ございます。しかし、ロタウイルスワクチン

については、未就学児童の約半数の方が感染

するというウイルス性の胃腸炎であるという

ふうに聞いております。 

 市が助成する予防接種、肺炎球菌ワクチン

をはじめ、インフルエンザ以外の予防接種に

ついては、今、議員からお話しございました

個人負担をいただかないというスタンスでご

ざいます。インフルエンザについては、対象

者数がかなり多いものですから１,０００円負

担をいただいておりますが、ほかの予防接種

については、市が実施するものについては無

料でさせていただいております。三沢市が自

慢できる部分ではないかと、このように考え

ております。 

 御質問の助成についてでございますが、確

かに子供の支援策につながる一つの事業だと

いうふうに感じております。助成の一部を含

めて、実施可能かどうか、今後、検討してま

いりたいと思います。 

 以上でございます。 

○副議長（野坂篤司君） 以上で、春日洋子

議員の質問を終わります。 

 それでは、一般質問を次に移ります。 

 堀光雄議員の登壇を願います。 

○１２番（堀 光雄君） １２番みさわ未来

の堀光雄でございます。通告に従いまして一

般質問させていただきます。 

 まずはじめに、政治姿勢についてでありま

す。 

 去る６月７日に投開票されました三沢市長

選挙において当選され、市民の皆様より３期

目の市政運営を負託されました種市市長に、

心からお祝いを申し上げます。 

 このたびの三沢市長選挙では、２期８年の

種市市長の堅実な市政運営が多くの市民の皆

様から評価され、幅広い支持を得られたもの

と考えます。 

 その実績は、主婦が幸せに暮らせるまちラ

ンキングにおいて、三沢市が、北海道・東北

ブロックで１位、全国でも１２位となったほ

か、市民満足度調査においても、住みやす

い、定住したいの意向について、８割近くの

市民の方が満足しているなど、着実にその成

果を上げられたものと思っております。 

 さて、種市市長は、今回の選挙において、

公開討論会や各地での街頭演説の中で、(仮

称)子ども館の建設などにより子供を安心して

産み育てられる環境づくりの推進や、学習支

援員、特別支援員の拡充や三沢版コミュティ

スクールの検討による学力水準の向上、安価
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な住宅地供給などによる定住化対策の強化、

新産業創造センターの活用や航空機産業を含

む新たな企業誘致による働く場の確保、そし

て、認知症サポーターの増員や健康都市宣言

により強化されたがん医療の充実により元気

な高齢者をふやすことなど、人づくり、まち

づくり、安らぎの３項目を主眼に置き、市民

の皆様とともに国際文化都市という三沢の木

を育てたい。その苗木を大事に育て、その木

が大地に根を張り葉を茂らせて人々を守ると

し、１５項目の公約を掲げられました。 

 このことは、市政のさらなる発展に御尽力

される決意を示されたわけでありますが、三

沢市総合振興計画の最終年度も近づき、任期

中に次期振興計画の策定時期も迎え、そし

て、１５の公約も含めて、これらを今後どの

ように進めていくのか、３期目の抱負とし

て、市長のお考えや意気込みをお伺いいたし

ます。 

 続いて、地方創生とまちの活性化について

御質問いたします。 

 昨年１１月に、まち・ひと・しごと創生法

が成立した際に、石破地方創生担当大臣が、

日本は世界に先駆けて人口減少、超高齢社会

を迎えております。いつの時代も日本を変え

てきたのは地方です。地方創生においても、

地方がみずから考え、責任を持って取り組む

ことが重要です。人口急減、超高齢化という

ピンチをチャンスに変える、今後、国と地方

が総力を挙げて地方創生を推進し、国民の意

識が変わっていけば、活力ある日本社会に向

けて未来が開かれていくと確信しています。

地方創生は日本の創生であるという認識のも

と、新しい国の形づくりに向け、次代を担う

世代のためにも、全身全霊を傾けて取り組ん

でまいりますとコメントしております。 

 日本の人口問題は、待ったなしの状況を迎

えており、これを打開するための大きな一歩

として、まち・ひと・しごと創生法が成立さ

れたわけですが、この法律のもと、まち・ひ

と・しごと創生総合戦略に関しましては、各

地方自治体において地方版総合戦略の策定が

努力義務化されており、今般、全国各地の自

治体で、年度内に地方人口ビジョンとともに

地方版総合戦略が作成される予定であり、三

沢市においても、策定に向け準備を進めてい

るものと思います。 

 私としては、この地方版総合戦略の策定に

より、三沢市が人口減少に歯どめをかけるだ

けでなく、まちの活性化にもつながるものと

大いに期待するものであり、次期振興計画策

定に向けても、非常に重要な計画であると感

じているものであります。 

 そこで、地方版総合戦略の策定に当たっ

て、現在の進捗状況と、具体的にどのような

施策を盛り込み、また、どのような体制で行

う予定であるのか、伺います。 

 以上で、一般質問を終わります。 

○副議長（野坂篤司君） ただいまの堀光雄

議員の質問に対する当局の答弁を求めます。 

 市長。 

○市長（種市一正君） ただいまの堀議員御

質問の政治姿勢については私から、地方創生

とまちの活性化につきましては副市長からお

答えをさせますので、御了承願いたいと思い

ます。 

 御質問の政治姿勢についてお答えをいたし

ます。 

 このたびの任期満了に伴う三沢市長選挙に

おきまして、多くの市民の皆様の御理解と御

支援によりまして、市長として３期目の重責

を担わせていただくことになり、身の引き締

まる思いであります。 

 私は、この選挙におきまして、これまでの

２期８年間の実績を問い、そして、これから

も継続していく事業や新たに取り組む事業を

公約として、市民の皆様に訴えました。その

結果として、再度、市政を担うこととなった

ものと考えております。 

 私が平成１９年６月に市長に就任した際の

大きな仕事の一つとして、市民の皆様が主体

となり、にぎわいのある三沢市を目指し、

「人とまち みんなで創る 国際文化都市」

を基本理念とする三沢市総合振興計画を、平
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成２０年３月に策定いたしました。 

 本計画の策定においては、各種団体をはじ

め、市民の皆様や議員各位の御意見や御提言

を取り入れ、市民の皆様が主役の理念を第一

義に、「独掌不鳴」の精神で市民の皆さんと

協働しながら、その基本的理念の実現に向

け、今日まで鋭意取り組んでまいりました。 

 この三沢市総合振興計画も、残すところ、

あと２年余りとなり、総仕上げの時期を迎え

ております。 

 私は、このたびの選挙で、市民の皆様と目

指す都市像であります国際文化都市という三

沢の木を育てたい。そのために、その苗木を

大事に育て、人づくり。その木が大地に根を

張り、まちづくりを。葉を茂らせて、人々を

守る安らぎをキーワードに、三沢市総合振興

計画の策定後に浮き彫りになった市民要望や

市民意識の変化、あるいは国全体が抱えてい

る人口減少問題などを市としてどう対応する

のか、総合的に勘案しながら１５の公約をお

示しいたしました。 

 今後は、国や県の補助金などの財源確保

や、プロジェクトチームの立ち上げなどによ

りまして、積極的に事業の推進を図り、三沢

市総合振興計画を仕上げ、市民の皆様に、ま

さに三沢市に住んでよかったという実感をし

ていただけるよう努めてまいります。 

 また、この三沢市総合振興計画は、最終年

度を平成２９年度としておりますことから、

今後におきましては、本計画の成果検証や、

当市を取り巻く社会情勢の分析などを行い、

関係機関や各種団体など、各方面の御意見や

御提言などの把握に努めながら、市民の皆様

と協働により、当市の望ましい将来像を見据

えた、総合的な計画づくりを検討してまいり

たい、このようにも考えておりますので、市

民の皆様並びに議員各位の御理解と御協力を

賜りますようにお願いを申し上げます。 

 私からは、以上であります。 

○副議長（野坂篤司君） 副市長。 

○副市長（米田光一郎君） 地方創生とまち

の活性化についての御質問にお答えいたしま

す。 

 人口減少対策として、国は、少子高齢化の

進展に的確に対応し、人口の減少に歯どめを

かけるとともに、東京圏への人口の過度の集

中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境

を確保して、将来にわたって活力ある社会を

維持していくことを目指しております。 

 この目的を達成するために、昨年の１１

月、まち・ひと・しごと創生法が成立いたし

ました。 

 まち・ひと・しごと創生総合戦略とは、２

０６０年までの中長期展望を見据えた長期ビ

ジョンを踏まえ、平成２７年度から３１年度

までの５カ年の政策目標や施策の基本的方

向、具体的な施策をまとめたものであり、三

沢市におきましても、今年度内に、国の総合

戦略と県の地方版総合戦略を勘案しながら、

三沢市の特色を生かした地方版総合戦略の策

定を進めることといたしております。 

 御質問の現在の進捗状況でございますが、

地方版総合戦略の基礎となる地方人口ビジョ

ンの策定に向けた準備作業を行っているほ

か、三沢市まち・ひと・しごと創生本部の設

置要綱の制定や本部の立ち上げ、有識者会議

の委員選定作業等を行っているところでござ

います。 

 次に、地方版総合戦略へ盛り込む施策につ

きましては、一つ目として、地方における安

定した雇用を創出する。二つ目は、地方への

新しい人の流れをつくる。三つ目は、若い世

代の結婚、出産、子育ての希望をかなえる。

四つ目として、時代に合った地域をつくり、

安全な暮らしを守るとともに、地域と地域を

連携する。 

 以上の４項目を基本目標として、仕事が人

を呼び、人が仕事を呼び込む好循環を確立さ

せるとともに、その好循環を支えるまちの活

性化につながるよう、当市の実情及び課題を

的確に捉え、具体的な施策を検討してまいり

たいと考えております。 

 次に、策定に当たっての体制につきまして

は、先日、市長を本部長とし、副本部長を副
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市長、そして、本部員として教育長、消防長

及び各部長で組織された、三沢市まち・ひ

と・しごと創生本部を立ち上げたところでご

ざいます。 

 今後におきましては、具体的な施策を検討

するために、庁内の職員で構成される検討部

会を組織いたします。 

 また、市民、産業界、官公庁、教育機関、

金融関係、労働機関、メディアの有識者の

方々で構成する有識者会議を設置し、御助言

をいただくとともに、市議会の皆様からの御

意見を頂戴いたしながら取りまとめを行った

上で、パブリックコメントの実施により、広

く市民の皆様からの御意見を地方版総合戦略

へ反映させてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（野坂篤司君） 堀議員。 

○１２番（堀 光雄君） 再質問させていた

だきます。 

 先ほど説明いただいた地方版総合戦略の策

定に関しまして、各自治体とも一斉に準備を

進めていくわけでありますけれども、時間的

に大変厳しいスケジュールになるのかなとい

うふうに思います。 

 三沢市では組織を立ち上げたということで

ありますけれども、策定に当たっての今後の

スケジュールはどうなっているのか、答弁願

いたいと思います。 

○副議長（野坂篤司君） 副市長。 

○副市長（米田光一郎君） 再質問にお答え

いたします。 

 地方版総合戦略策定に当たっての今後のス

ケジュールでございますが、目標といたしま

しては、１２月までに素案を策定いたしたい

と考えております。その後、パブリックコメ

ントを実施し、市民の皆様の御意見を反映さ

せた上で、年度内の策定を目指してまいりた

いと考えております。 

 以上であります。 

○副議長（野坂篤司君） 以上で、堀光雄議

員の質問を終わります。 

───────────────── 

○副議長（野坂篤司君） 以上で、本日の日

程は終了いたしました。 

 なお、明日も引き続き市政に対する一般質

問を行います。 

 本日は、これをもって散会します。 

午後 ２時１９分 散会   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


